
「この島の損保。」



風の強さ
（予報用語）

平均風速
（m/s）

おおよその
瞬間風速
（m/s）

おおよそ
の時速 建造物走行中の車屋外・樹木の様子人への影響速さの目安

順 位 地 点 m/s 日 付

沖縄は台風の通り道

●沖縄県で記録された最大瞬間風速

1

台風の風速2

●風の強さと影響
（１）沖縄は台風の通り道
（２）台風の風速

（１）2018年台風24号の損害保険金支払状況
（２）台風の被害を受けることが多い箇所
（３）被害の原因は風圧と飛散物

（１）窓・ドアなどのガラス
（２）屋根瓦
（３）エアコンの室外機
（４）外壁
（５）アンテナ

（１）家の外まわり
（２）非常時の持出品
（３）台風通過後の手入れ
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●主要個所の被害発生状況〈2018年台風24号の損害保険金内訳〉

①風の力

②飛散物について

2018年台風24号の損害保険金支払状況1

台風の被害を受けることが多い個所2

被害の原因は風圧と飛散物3

■ ■ ■

毎秒40メートル 毎秒90メートル

被害の状況
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①雨戸、シャッター、防風スクリーン・ネットなどで窓ガラスを強風や飛散物から守る。

窓・ドアなどのガラス1

②ガラスの飛散を防止する。

対策

●あわせガラス

●飛散防止フィルム

●方立

宮古空港管制塔のガラス破損
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屋根瓦2

ポイント

ポイント

エアコンの室外機3

対策
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劣化現象 具体的な症状

外壁4

アンテナ5

対策

ポイント

●建物や設備などの劣化を示す症状
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家の外まわり1

●家屋、敷地まわりのどの部位に弱点が多いかを確認してください。チェックマークが多いほど
『耐風度』が低いことになります。
●特に屋根まわりや開口部は、過去の事例からみても最も壊れやすい部分です。また、建物倒壊
の原因や他人にケガをさせることもあります。この部分に弱点がある場合は、専門業者に相談
のうえ、適切な補修をしておくことをお勧めします。
（参考：日本損害保険協会「わが家の耐風診断シート」）

●ポイント

非常に危険

絶対にやめましょう。

窓ガラスを押して
みると少しガタつ
きがある。

雨戸・シャッターの
付いていない窓が
ある。

網戸や雨戸にゆる
みやガタつきがある。

窓枠の取り付け部
が傷んでいる。

通風孔や換気扇等
の開口部がある。

降雨時に雨漏りし
たことがある。

強風時に異常な風
切り音が聞こえる。

屋根瓦にヒビ割れ、
欠損、ズレ、浮きが
見られる。

軒先が部分的に垂
れている。

屋上タンクの定期点
検を行っていない。

建築後10年以上
たっており、この間、
点検や補修をして
いない。

排水口がつまって
いる。

床の止め付けに不
良な箇所がある。

手すりにゆるみや傷
んでいる箇所がある。

鉢植えや物干し竿
が置いてある。

排水口がつまって
いる。

車の近くに植木鉢やプラン
ターなどが置いてある。

近くに海や河川がある。

屋根付き車庫の支柱の基礎に
浮き上がりや隙間がある。また、
屋根の固定部に緩みがある。 

外壁に亀裂、
割れ、腐れ、
反り、変形な
どの劣化が見
られる。

内壁に雨がし
み込んだ跡が
ある。
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非常時の持出品

①テレビ・ラジオやインターネットなどの気象情報に注意し、不要な外出は控えましょう。
②台風が停滞するなど、長期間に渡り外出ができなくなることも想定されます。３日分程度の食料
品や生活用品を備えておきましょう。また、台風による被災に備えて、懐中電灯、携帯用ラジオ（乾
電池）、救急薬品、衣類、貴重品などの非常用品を確認しましょう。
③水タンクのない場合は停電に伴って断水することもあります。浴槽などに水を貯めておき、トイ
レ用などの生活用水も確保しましょう。
④外からの飛散物に備えて、カーテンやブラインドは閉めておきましょう。

2

台風通過後の手入れ3

☎
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「この島の損保。」




